巧電機能搭載車載用 FM トランスミッター LAT - FMi 03 シリーズ 

取扱説明書 


このたびは鮮社製品をお買い上げいただを、誠にありがとうございまず。 
この取扱説明書には、 FM トランスミッター LAT - FMi 03 シ U — ズの使 
用方法やま全にお取り扱いいただくためのま意事項などを記載しています。 
本書の内容を十分にご理解いただいた上で本製品をお使いください。 


使い方 


①車のエンジンを始動した後、シガーソケットに本製品を接続します。 

•本製品の電源が自動的に ON になります。 

③ iPod と本製品を接続します。 

• iPod の電源が自動的に ON になります。 

@音楽を転送する FM 周波数を選びます。 

♦周波数の初期設定値は 「88.1 MHz 」 です。 

この周波数を使用する場合、操作は不要です。 

• 「周波数選択ボタン」を巧す毎に、 

S 8.3 MHZ 一 S 8 .己 MHz 一 S 8.7 MHZ 一 88.目 MHz 
一8狂1 MHz 一*- •と切り替わります。 

® カーステレオを操作します。 

♦ FM ラジオに切り替えます。 

♦ FM 周波数を③で設定した値に合わせます。 

⑥ iPod の巧を再生します。 

® カーステレオのボリュームを調節します。 

•音声にノイズが発生する場合は、本製品の「周波数 
遵択ボタン」を押して設定周波数を変更してください。 

■ iPod を取り外ず時のご注意 

iPod 接続コネクタを取り外す時は、本製品のコネクタ 
両側のリリースボタンを押しなが！5取り外してください。 

リリースボタンを押さずに無理こ引き抜こうとすると、 
コネクタの破損などの故障の原因となります。 


取り扱い上のを意 


■ 正しくち全にお使いいただくために 

本製品を正しく安をにお使いいただくために、 L ソ下のミち意事項を 
必ずお守りください。 

A を険 

* 走行中に設定操作を行わないでください。 

運乾中の操作は大をを険でずので絶巧に行わないで 
ください。本製品および iPod の操作は、おず車が停止(\ ) 

した状態で周囲のををを確認してか6巧ってください 。V 

A 警告 

♦万一、異常が発生したとさは 

本製品から異臭や煙が出たときは、ただちにシガー 
ソケットか5巧いてください。その後は本製品を 
ご使用にな日ず、版売店にご相談ください。 

♦修理、改造、分解しないでください。 

火災や感電、やけど、故障の原因となりまず。 

修理は醉社修理サボートセンターへご巧頼ください。 

♦接続に使用ずるコードを傷つけないでください。 

义災や断線の原因となりまず。 




A ま意 

•7 j < 気のをし、場所での使用、保管は行わない 
でぐださい。 

本製品内部に液体が入ると、故障、义災、感電の 
原因となります。 

♦シガーソケットのお状をご確認くださし、。 

が国産車や国度車の一部には、本製品とシガーソケットのお化 
が適合しない場合びちりまずのでごま意<ださい。 


■その他：こんなことにもま意してください。 

♦本製品は、無線局の巧許を必要としない微弱電波を使用した製品 
です。車載アンテナの種類、車内環境、走行環境、混信等により、本 
聲品から出力された FM 電波をカーラジオ測が正常に受信できな 
い場合があります。その場合、ノイズ、音のひずみ、音の途切れ、受 
信不能状態等が発生ずる場含びあります。 

• シガーライター付近に段差などがあり、本製品を巧分に差し込めな 
い場合、市販の分配/延長ソケットをお貢い求めください。 

•本製品はマイナスアース車専用です。プラスアースまでは使用できません。 

•衝撃や振動の加わる場所、高温•多湿の場所、直が日光が長時間当 
たる場所での使用、保管は避けてください。 

•本製品は精密機器です。落としたり、強い衝撃を加えないでください。 

•溫度•湿度の特に高い場所（自動車のダッシュボードや暖房器具の近くなど） 
や静電気の発ちしやずい場所、ホコリのをい場所には置かないでください。 

■車種によっては、キーを巧いてもシガーソケットから電源が供給され、 
バッテリー上がりの原因となる場合がありまず。ご使用のお車がこ 
のタイプの場合、お車から離れる際は、必ず本製品をシガーソケッ 
卜か6取りがしてください。 

•本製品びちれたときは、水または中性洗剤を少量含ませた柔6かしぶで巧い 
てください。ベンジンやシンナーを使用ずると、変お•ををの原因となりまず。 



困ったとさは. 


本製品は無線電波を使用していますので、本書の 
指示に従わず設置 • 使用した場合、電波干渉を引を 
起こす可能性があります。 

また、本書の指示に従って設置•使用した場合につ 
いてち、特定の地域•周波数帯において電波干渉が 
起こ5ないことを保証するものではありません。 

本製品がラジオやテレビ受信機に電波干渉を引き 
起こした場合は、電波干渉を回避してください。 
それでち現象が回避されない場合はいったん本製 
品の使用を中止し、熙社テクニカルサポートまでお 
問い合わせください。 


本製品のお問い合わせ巧 


製品に関ずるお問い合わせは、製社テクニカルヴボートに 
お願いいたしまず。_ 

□ジテック株式会社テクニカルサポート 
干 396-0192 長野県伊那市美ずず六道原8268 
TEL . 〇已 70-022-022 FAX . 〇已 70-033-034 

受付時間:9:00〜19:00 

営業日:月曜日〜金曜日け兄日、夏お、年末年始特定休業日を除 <) _ 

興な修理受付窓 □ (修理品送付先） 

干3目 6-01 目2長野県伊那市美ずず六道原8268 
□ジテック株式会巧修理ヴポートセンター （3 番受入窓口） 
TEL . 0265-74-1 423 FAX . 0 吕巨已 -74- 1403 
き付時間:9:00〜12:00、13:00〜17:00 
営業日：月曜日〜金曜日け兄日、夏期，年末年始特定化業日を除 <) 

※醉社 Web サイトでは、惊理に関するご說巧やお願いを掲載していまず。 

修理依頼書のダウン□ードも可能でず。 

※おを0いただいた控えがお手元に残る方までおをりいたださますよう、 
お願いいたしまず。 
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